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右側写真は、外出自粛期間中、寄贈された物品です。布
マスクは、ボランティアでよく来てくだきる方の手作llマス
クです。その他、高山市や社会福祉協議会を通じて、不
布マスクやお革子、飲物等もいただけました。

在側写真は、職員ガ玄閣0ドアノプを消毒している様子で
す。定期的な多数の方が触れる晰の消毒や換露.利用者
言んも、石饉でこまめに手洗い等をしてくださいました。
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コロナに自け守、頑張っています.

今年 2日頃から、しだいに感染拡大ガみられた『新型コロナウイ
′ιス感染症」ですが、日本だけでなく、世界中いたる晰0日で拡
大がみられ、多くの人々が同時に脅威を感じるコロナ禍となllま

した。幸い、当飛騨地方は、感業者の発表はなく、あ
`lが

たい限ll

です。日々利用者きたに関わる職員は、ひたすら感染子防に努
めながら、利用者

`た
ガ費0安楽な生活を送っていただけるよう

務め、利用者の皆言構 精いつばL してぐに言いました。

従来ですと、書の季節は気候がよく、お雛様めぐ11やお花見、
新緑浴等、お弁当等持って全員でお出かけすることが多い季節
ですが、それも叶わず、陽だまllへ来てくだきる音楽療法士の
方々やポランティアで来てくだきる皆きたも、いずれも来訪を差
し控えていただせ、多くの楽しみガ失われてしまいました。もっ
ばら、室内で出来る遊びや作品作 li、 生け花等の他、気分転
換t兼ねて散歩に出たll、 ドライプに行く等して過ごしました。
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■ 外の空気に触れたいと、居間の横
のベランダヘ。そばの畑の作物を
見たり、奥に広がる山や生茂る樹
木を見たり・・。ご本人にとつて、
お好きな場所のようです。

今見る景色を通して、遥か音の小
さかつた自分の生活・・ 時には、
畑仕事を手伝つた時の事を思い
出したり・・。そばに職員が行く
と、話してくださいます。
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自室に飾る花を生けたり、玄関前のプランタに花苗を植え、水やりや、
枯れ花取りをして、お手入れしてくださいます。花は皆さん大好きです。

令和 2年 1月 21日  「愛のともしび基金」を活用し、車輛本体価格の
半崚分の補助を受けて、車両―台を購入しました。(ト ヨタ.ルーミー)

ケアヱ皇担.当童Ω三盤全
前任者が退職後、

たけごじきよこ

竹腰清子です。
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購入した車両は、利用者さんの

急な受診や買物、その他お花見

等のお出かけ時等、利用者さん

の生活に沿つて、大切に使用させていただきます。

また、平成17年4月より使用していた軽車両のパモスも、利用者の皆さんの外
出支援等で使用しておりましたが、使用年数が経過したことから、安全を考慮し
て、廃車といたしました。

「何かやりたいな。」
と思われる時は、好き
な折り紙で、鶴を折っ
たり、切り絵をしたり
されてみえます。自室
でやつたり、居間へ持
って来て、他の方とテ
レビを観ながらやつ
たりと。他の方が欲し
いと言われれば、あげ
たりされてみえます。

手先が器用なので、細
かい作業も、お手の物
です。
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マネは初

めての経験ですが、やむなく、こうした施設ハ

居となられた方々が、「楽しかつた。」「ここで

の生活が、よかつた。」と一疇でも感じていた

だけるような計画・かかわりをと思つておllま

す。どうか、露いやご簿鬼等あ11ましたら、教

えてくだ古い調 ようお願いします。
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ご家族様 地麟の皆様 ポランティア団陣の方々 には、新型コロナウェイ′Lスの対応に、こヨ囲諄とご協力をLただき、調こ

ありがこうござL嗜す。華Ll自出市の感染者は0人のままで、これt医療劇関や輌爾劇関等の皆鵡炒ヽおかifだヒ閣腱梓L
あ!fます。第2波 郡 波 に翻え、職員一同気を督

"る
ことなく、これかうt、 ■用遭諸肛

=r害
釜」「モH」」「喘間壼」に1菫rして

L｀ただ|するよう努めてまLlりますので、つ後|ご餞こヨヨ熙てご協力を願‖ノますようようしくオ頓甦 申ヽしあifます。

グループホーム 鵬だまり 管理者 山本 憲久
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